
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

第７２回北摂小児科医会プログラム   
 

 

日時：平成 24 年 7 月 7日（土）午後 3時～ 

場所：関西労災看護専門学校（関西労災病院 敷地内）3階講堂 

〒660-0064 兵庫県尼崎市稲葉荘３丁目１−６９ 

TEL：06-6416-1221 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第７２回北摂小児科医会 プログラム 

 

日時：平成 24 年 7 月 7 日（土）午後 3 時～ 

場所：関西労災看護専門学校（関西労災病院 敷地内）3 階講堂 
〒660-0064 兵庫県尼崎市稲葉荘３丁目１−６９ 

TEL：06-6416-1221 

 

話題提供( 15：00〜15：15 ) 

アクテムラ：「若年性特発性関節炎（JIA)治療について」  中外製薬株式会社 

 

一般演題( 15：15〜17：30 )   座長 泉 裕先生（関西労災病院 小児科 部長） 

 

1）『パラチフス感染症の男児例』 
箕面市立病院 小児科 

中山尋文、武鑓真司、杉辺英世、木島衣理、金野浩、溝口好美、山本威久、下辻常介、山本勝輔 

大阪市立総合医療センター 小児救急科 

天羽清子 

 

２歳男児。インフルエンザ A後の発熱の遷延のため近医より紹介となった。基礎疾患特になし。父

親がインドへの渡航歴あり。発熱以外に特記すべき臨床所見は認めず。血液培養にてパラチフス A

を検出し、CTRX 120mg/kg/day 7 日間投与後 CDTR-PI 9mg/kg/day2 週間内服にて加療とした。その

後便培養にてパラチフス Aを再度検出し CDTR-PI 2 週間投与、その後再再度便培養よりパラチフス

A の検出のため大阪市立総合医療センターへ紹介、AZM2 週間投与にて加療中である。 

 

2）『胎児期のヨード過剰摂取によると思われる甲状腺機能低下症の一例』 

関西労災病院 小児科 

指原淳志、阪本美香、泉 裕 

 

ガスリー検査でクレチン症疑いのため 1カ月齢で紹介受診。無症状、TSH 軽度高値、fT4 は平均よりや

や低い程度であったが、妊娠初期から分娩後に至るまで母が海草類を多量に摂取していた。ヨード過剰

による甲状腺機能低下症を疑いレボチロキシンを開始したところ TSH は速やかに改善し、現在明らかな

発達の遅れは認めない。新生児期に発見された高 TSH 血症は遷延する可能性が指摘されており注意喚起

が必要と感じた。 

 

3）『高度貧血を来たした潰瘍性大腸炎の一例 

－当科でフォロー中の他の症例を交えて－』 
兵庫県立塚口病院 小児科  

正木翔、山田博之、高原賢守、松本貴子、毎原敏郎 

兵庫県立塚口病院 消化器内科  

岡本朋子 

 



症例は 2歳女児。生後 10 か月頃から下痢、1歳 7か月頃から血便が出現するも受診しなか 

った。2012 年 4 月(2 歳 7 か月)にてんかん精査目的で当科入院した際、体重増加不良と高度貧血

(Hb5.5g/dl)を認めた。血性下痢便が改善せず、5 月 16 日(2 歳 8 か月)に当科入院。大腸内視鏡検

査から潰瘍性大腸炎(全大腸炎型)と診断し、メサラジンの内服を開始した。当科でフォロー中の他

の症例を交えて、若干の文献的考察を加え報告する。 

 

 

 ------------------------- コーヒータイム ------------------------- 

( 16：15〜16：30 ) 

 

 
総会  

（16：30～16：40） 

 

 

4）『分類不能型免疫不全症（Common variable immunodeficiency;CVID） 

の一例』 
市立伊丹病院小児科 

川村孝治、南知里、山本翔大、神尾範子、中里寿美子、藪田玲子、有田耕司、三木和典 

 

症例は 2 歳９か月男児。1 歳頃より肺炎・扁桃炎を繰り返し、2 歳４か月までに感染症で入院歴 9

回あり原発性免疫不全症を疑った。PIDJ に登録・相談し、臨床経過と末梢血 B細胞フローサイトメ

トリ解析から分類不能型免疫不全症（CVID）が疑われ、γ-グロブリンの定期補充を開始した。CVID

は原発性免疫不全症の中でも頻度の高い疾患のひとつだが、多くは原因不明である。今回、CVID

が疑われる 1 例を経験したので文献的考察を交えて報告する。 

 

 

5）『高安病（大動脈炎症候群）の男児例』 

済生会千里病院 小児科 

谷澤直子、谷本和哉、森本恭子、瀬戸眞澄 

大阪市立大学 小児科 

倭 和美 

 

高安病（大動脈炎症候群）は、大動脈やその主要分枝に狭窄あるいは拡張病変をきたす原因不明の

血管炎であり、その大多数は若年女性であるといわれている。今回我々は、不明熱で入院した１３

歳男児に頸動脈超音波検査を施行し、右総頸動脈の拡張・狭窄病変を認め高安病と判明した症例を

経験した。原因不明の小児炎症性疾患では同疾患を積極的に疑い、画像検査に頸動脈超音波検査を

加えることが早期診断に有用であると考えられた。 

 

 

共催：北摂小児科医会／中外製薬株式会社 



アクセスマップ 
 

阪急 武庫之荘駅 下車   

尼崎市営バス 5 番のりば 

（43）（43-2）（49） 

JR 立花駅 下車 

尼崎市営バス 4 番のりば  

（43）（43-2）（49）（50）（50-2）

阪神 尼崎駅 下車 

阪神バス 杭瀬宝塚線（宝行） 

◆お車を利用の方 

◆公共交通機関をご利用の方 


